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第 90回運営委員会概要 5月 20日（木）18:30～21:00

◆ 会 場：柏崎原子力広報センター 研修室

◆ 出席委員：新野・川口・久我・佐藤・高橋（武）・武本・前田・牧委員 …8名

◆ オブザーバー：保安院／竹本所長 岡野副所長 熊谷防災専門官 エネ庁／七部所長

東電／長野副所長 森 GM 宮武

◆ 事 務 局：柏崎市／野澤主任 広報センター／井口事務局長 石黒主事

次回以降定例会内容について

◆ ６月定例会（６月２日）

〈会長〉 前回運営委員会で「高経年化」について取り上げることとした。具体的な技術論で

なく、国としての位置づけや企業としての対策といった基本的なところから説明して

もらわないとわからないのではないか。まずは正しい知識を得ることが必要だろう。

〈委員〉まずはその説明をしてもらうのがいいのではないか。

〈保安院〉 高経年化対策を現在行っている発電所も多く、その関係で地元説明も実施してお

り、資料はある。

〈委員〉 保安院にそういった資料があるならそれを説明してもらえば、だいたいのイメージ

がわくのではないか。

（委員 了解）

〈会長〉 指示を出す立場だけでなく、受け手の立場である東京電力からも企業としての取組

状況などを説明してもらい、両方の説明を聞かないといけないだろう。

〈東京電力〉当社の全般的な取組と福島での実例などを説明するということでよいか。

（委員 了解）

〈会長〉 初歩的なことからはじめたい。必要があれば第二ステップも考えられるので今回は

第一ステップでそのような内容でいいだろうか。

（委員 了解）

〈会長〉 先回定例会で、委員から「普通の建物と原子力発電所という特殊建物との比較で、

『日本建築防災協会』等の基準が確かに当てはまるのか、何度聞いても保安院から明

確な回答がない」、「コンクリート強度の問題で、なぜ１号機は７号機と同じ評価基準

でやらないのか」、などの意見が気になっている。

専門的知識を持った人にすればたいしたことはないのかもしれないが、住民にすれ

ばわからないということ。住民にわかるような説明になっていないために、このよう

な意見や質問が繰り返されるのではないか。

技術論は県の技術委員会の経過を見ているが、ちょっとした積み残しのフォローは

誰がするのかといえばこの会しかないのではないかという思いの中で、技術委員会と

同じレベルの議論をされても絶対にわからない。中学生向けの内容程度にわかりやす

くしてもらわないと、住民にとってはわからない、伝わらないのではなだろうか。

〈委員〉一般の人にしてみれば、建物にひびがあれば心配になる。

〈委員〉 普通の感覚でいえば、厚さ 30cm でいいというところを、60cm 必要というのはな

ぜかということ。その 60cm にひびが入るのはどういうことかということ。

〈委員〉 ５月１２日に提出された「委員意見・質問等」のなかで、『ひびわれ 1.0ｍｍの基準
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は、一般建物と原子力建屋でも同じなのか』という質問がある。この回答と合わせて、

もう一度説明してもらってはどうか。

（委員 了解）

【決定事項】

・ 議事は、高経年化の概略について（保安院）、事業者としての取組（東京電力）

・ ひび割れに関して「委員意見・質問」の内容と合わせ、再度説明してもらう。

＜タイムスケジュール（案）＞

１９：００～１９：３０ 前回以降の動き、委員質問に対する回答

１９：３０～１９：５０ 高経年化の概略について（保安院）

１９：５０～２０：０５ 高経年化について事業者の取組（東京電力）

２０：０５～２０：１０ 休憩

２０：１０～２１：１０ 質疑応答

２１：１５～ その他

◆ ７月定例会（７月７日）、 ８月定例会（８月４日）

【決定事項】

・次回運営委員会にて協議する。

第７回臨時会について

【決定事項】

・ 日時：６月２３日（水）

・ 場所：割烹「おくい」

・ 臨時会 １８：００～１９：３０（予定）

・ 懇親会 １９：３０～（予定）

・ 会費 ４，５００円

視点４１号（第８１回原稿、第８２回原稿）

・「プルサーマル」には注釈をつける。

・事務局文案を読みやすく修正し校了。

その他

○ 委員意見・質問について

【決定事項】

・次回定例会にて回答してもらう。（住民がわかりやすいような説明を要望）

次回運営委員会

６月１６日（水）１８：３０～


